
活動指導案
実践団体名

■基礎データ

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

目標・ねらい 災害時のエレベータ停止時に救助可能な知識と経験を得る・手順マニュアルの作成

活動で上げることが

できる力・能力

マンションの防災力と信頼

サザンヒルズ学園前防災会

タイトル エレベータ（閉じ込め事故）救助講習会

活動の概要 マンション防災会有志でエレベータ閉じ込め事故発生の場合の救助訓練

準備するもの

（道具、材料等）

機械室常備のエレベータ扉ロック解除キー・デジタルカメラ・筆記具

所要時間 約２時間（座学・訓練）

対象者（受ける側） マンション居住者

活動・作業形態 棟内エレベータ

必要なマンパワー（実施者、役割、人数） エレベータメンテナンス会社作業員・防災会有志（最少人数として、機械室２名・エレベータ扉前２名・連絡係２名）

必要経費

（所要額、財源）

無料



■活動の流れ↓活動の流れ ＜２＞ ＜３＞ ＜４＞ ＜５＞ ＜６＞ ＜７＞
①

エレベータメンテナンス会社へ救助講習会の申し入れ → 当マンションのエレベータが地震時に自動停止せず、閉じ込めの危険性が高いことを確認 → エレベータメンテナンス会社に救助講習会の申し入れを行う → 安易な救助活動は危険なので、参加者を厳選して行うことを伝え、承諾を得る → さらに機械室での操作は防災活動を長期継続してゆくスタッフのみの受講であることを約束 → → →↓
②

講習会日時の決定及び保険加入手続き → 防災会会長、防火管理者で訓練の日時をメンテナンス会社と打ち合わせ → 機械室操作は本部会スタッフ約10名に限定 → 機械室操作は危険が予測されるため、本部会スタッフ１０名分の傷害保険加入手続き → 座学及びエレベータ扉ロック解除の見学は全住民希望者の参加とする → → →↓
③ ポスター掲示 → ポスターを２枚、掲示板に掲示 → １枚は、マンションのエレベータの説明 → 旧式のエレベータなので地震等で乗り場以外での停止が予想されるということの告知 → ２枚目はエレベータ救助講習会開催のお知らせ → → →↓
④

エレベータ講習：座学 → 集会場でメンテナンス会社技術員から当マンション設置のエレベータの説明 → → → → → →↓

→活動の留意点、資料など＜１＞



⑤

エレベータ緊急連絡体験 → エレベータの中の緊急呼ボタンを押す⇒非常ベル音の確認 → エレベータ内部とメンテナンス会社情報センターとの通話体験 → エレベータ扉横の受話器とエレベータ内部、メンテナンス会社情報センターとの３者通話体験 → → → →↓
⑥

エレベータ扉ロック解除：実技 → 訓練に使用するエレベータには前もって停止時間のお知らせの貼り紙をしておく → メンテナンス会社技術員より、扉のロック解除方法の説明 → 防災会有志を中心に扉ロック解除体験 → → → →↓
⑦

エレベータ途中階停止体験 → 技術員による操作でエレベータを上げ、開口部以外で停止させる → カゴの下の転落防止板やケーブルなど、状況を確認 → １階上に上がり、上階の状況を確認 → 実際にスタッフがカゴに乗り、どちらが安全に避難できるかを体験的に確認 → フロアからのかごの床の高さ約1.2メートルが、上階か下階に逃れるかの判断基準となることを確認 → →↓
⑧ 機械室操作訓練 → 防災会本部会スタッフのみが機械室に移動 → まずエレベータの電源の説明を受け、手動操作のため電源を切る → メンテナンス会社技術員により、機械室内の設備・機械類の説明 → 技術員の指導によりブレーキ解除法、かごの巻きあげ操作法等を有志が体験 → → →↓
⑨

案の作成、チェック、マニュアルの完成 → 救助訓練の要点をスタッフがデジタルカメラで撮影 → 救助手順を整理し、ワードで作成 → エレベータメンテナンス会社でチェックしてもらう → 会合でマニュアルを説明し、全員で手順等をチェック → 変更点を修正し、数名で再チェック → マニュアル（データ）完成 →



↓
⑩ 印刷、配布 → 20部をカラーレーザープリンタで印刷（複写禁止・すべてオリジナル） → マニュアルは、防火管理者、防災会会長、管理組合理事長、自治会長、各棟班長に配布 → そのほか、救助に参加する意志のある数名の防災ボランティアに配布 → 管理室保管用に管理員に配布 → → →
■活動の評価方法

①数や量の変化による評価

②その他の評価

■備考・その他（活動のコツなど）

①活動のコツなど

②参考資料等

※　活動指導案作成のための準備物　：　①写真（活動の代表的な写真、流れがわかる写真等）、②参加者への配付資料、③実施者向けマニュアル・資料　等①写真　②講習会ポスター　③配布資料　④マニュアル（部分）※マニュアルは複写禁止、持ち出し禁止になっているため、数ページのみを添付

一般住民の参加者の増加
①協力してもらうエレベータメンテナンス会社との良好な関係②「人間はミスをする」ということを前提にした慎重な救助プログラム③マニュアル製作にあたっては、さまざまな状況をシュミレーションする想像力と根気（個人の能力に依るところが大きい）④チェックする全員の協力態勢



活動指導案
実践団体名

■基礎データ

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

タイトル

対象者（受ける側）

活動・作業形態

所要時間

目標・ねらい

アンケートから名簿を作成、保管

ファイル

アンケート配布後、回収まで約３週間。回収後集計に３～５日程度

迅速な避難救助体制作り

信頼関係、緊急支援体制への一歩

５歳未満の乳幼児、６０歳以上の方、障がい者

必要経費

（所要額、財源）

必要なマンパワー（実施者、役割、人数）
準備するもの

（道具、材料等）

活動で上げることが

できる力・能力

サザンヒルズ学園前防災会

防火管理者１人でポスター掲示から名簿作成まで

保管：防災会会長・民生委員・３棟の各担当班長（担当番館のみ）・管理人・防火管理者

コピー代・ファイル代を管理組合費より支出

レスキュー名簿作成

活動の概要 災害弱者の状況把握



■活動の流れ↓活動の流れ ＜２＞ ＜３＞ ＜４＞ ＜５＞ ＜６＞ ＜７＞
①

毎年、レスキュー名簿アンケート作成を議案に載せる → 前年度、最後のスタッフ会で次年度にレスキュー名簿作成の賛否を問い活動計画案に記載 → 総会で活動計画案承認 → アンケートの準備に取り掛かる → → → →↓
② ポスター掲示 → 今年度もレスキュー名簿作成のためのアンケートを取ることを掲示 → アンケート配布２週間前くらい前から、アンケート提出締め切り日まで掲示 → → → → →↓
③

アンケート作成と準備 → ①レスキュー名簿の説明と記入の仕方を明記した「アンケートのお願い」を作成 → ②名簿記入用紙を作成 → ③アンケートを入れて封をしてもらうための封筒 → ①～③をステープラで止めてセット → 管理員に全戸配布していただく → →↓
④ アンケート回収 → 自治会役員が自治会費徴収のため各戸訪問時に、レスキュー名簿アンケート提出の声かけ → その時に、既に記入されていれば封筒に入れてもらい回収（回収方法Ⅰ） → 対象者でまだ記入されていない方には記入の呼びかけ → 各棟に常設の『サザンヒルズの声』というポストに封筒に入れ投函してもらう（回収方法Ⅱ） → 『サザンヒルズの声』から管理員がアンケート用紙を回収し、管理室に保管 → →↓

→活動の留意点、資料など＜１＞



⑤ 名簿作成 → 個人情報流出のリスクを最小限に抑えるために防火管理者が１人で作成（エクセルを使用） → → → → → →↓
⑥ 名簿のチェック → 個人情報流出のリスクを最小限に抑えるために防火管理者と民生委員だけでチェック → 誤記、情報の抜けがないかを、アンケート用紙と照合しながらチェック → 最後に全戸居住者の姓のみを、管理室保管の資料でチェック → → → →↓
⑦

レスキュー名簿を保管者に配布 → 耐水性と、複製予防のためレーザープリンターを使用して5部のみ印刷（複写機は使用せず） →
防災会会長、防火管理者、民生委員、管理員が、全棟分のレスキュー名簿を保管 → 各棟班長が担当棟のみのレスキュー名簿を保管 → 引越し等で役員を外れる場合は返却してもらう → → →↓

⑧

避難訓練で活用訓練 → 事前にレスキュー名簿記載者の部屋番号を記入したチェックシートを作成 → 各棟班長が避難訓練参加者の部屋番号確認。 → チェックシートに記入し、人数を確認。 → レスキュー名簿記載者の参加をチェックシートで確認 → 体調の観察 → →↓
⑨ 被災時に活用 → レスキュー名簿（災害弱者名簿）で避難者を確認 → 確認できなかったレスキュー名簿記載者の自宅を各棟担当の班長が安否確認に訪問 → レスキュー名簿を所持している防災会会長、防火管理者、民生委員も手分けして安否を確認 → 万一の場合は、レスキュー名簿記載の連絡先に連絡を入れる → → →



↓
⑩ → → → → → → →
■活動の評価方法

①数や量の変化による評価

②その他の評価

■備考・その他（活動のコツなど）

①活動のコツなど

②参考資料等

※　活動指導案作成のための準備物　：　①写真（活動の代表的な写真、流れがわかる写真等）、②参加者への配付資料、③実施者向けマニュアル・資料　等①レスキュー名簿（個人情報欄空白）　②アンケートセット（説明文・アンケート用紙・封筒）
①回収に使用する封筒をアンケート用紙とともに全戸に配布したり、アンケートの説明文で、名簿保管者を限定している等、個人情報保護のために努力していることを住民にアピール②レスキュー名簿は、各棟の部屋配置図に情報を記入することによって、直感的に認知できるよう配慮

アンケート提出者の増加



活動指導案
実践団体名

■基礎データ

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

目標・ねらい 防災会のＰＲ。非常食に関心を持ってもらう

活動で上げることが

できる力・能力

居住者とのコミュニケーション

サザンヒルズ学園前防災会

タイトル 非常食おやつの販売

活動の概要 非常食おやつ販売

準備するもの

（道具、材料等）

非常食代わりになるおやつ。テーブル。金券入れ。のぼり。ポスター。

所要時間 準備期間：約1カ月　　販売：2時間

対象者（受ける側） お祭参加者

活動・作業形態

必要なマンパワー（実施者、役割、人数） 買出し・袋詰め・販売

必要経費

（所要額、財源）

管理組合防災費



■活動の流れ↓活動の流れ ＜２＞ ＜３＞ ＜４＞ ＜５＞ ＜６＞ ＜７＞
①

『防災会』の認知度の向上のために何をするか検討 → 『防災会』をもっと居住者に知ってもらう → 防災会の行事にたくさんの方に参加してもらう → 楽しくＰＲ → 住民の多くが集まる『夏祭り』でＰＲ → → →↓
②

『夏祭り』で何をするか検討 → 夏祭りでは、火を使う炊き出しは混雑時は危険 → お祭りでのブース位置未定のため、安全を考慮し火を使わない → さらに、夏祭り主催の自治会販売食品ととダブらないこと → 防災とは特別なものではなく日常の延長であることを感じてもらう → 乾パンなどの主食非常食だけでなくおやつも緊急時の非常食になることを住民に知ってもらう → →↓
③

非常食おやつのコンセプト → 少量でも高いエネルギー量が取れる → 糖分、ビタミンが取れる → おいしい（被災時に気持ちが和む） → 運びやすい（小さくて軽い） → 保存しやすい（かさばらない） → 食べるのに手間がかからない → 腹もちが良い
↓

④ おやつ選択 → 近所で気軽に購入できる → 値段が安価で購入しやすい → 子どもでも大人でも食べられる → 個包装で衛生的 → 食べなれている → 賞味期限が比較的長い →↓

→活動の留意点、資料など＜１＞



⑤ おやつ買出し → 複数のスーパーや問屋、ディスカウントショップでおやつの値段を調査 → 値段を比較し、出来るだけ安く購入 → 販売セット数４００袋分購入 → → → →↓
⑥ 袋詰め → 夏祭り当日朝、スタッフの流れ作業で袋詰め → 透明のビニル袋に詰める → 非常食にもなるおやつの説明のチラシを入れる → お祭りに持ち歩きやすい形体にする → 手提げ用に紐を用意 → 紐中央にＰＲ用防災会シールを貼り、袋にセット → 袋の口で輪に結び腕を通せぶらさげられるように工夫↓
⑦ 販売 → 販売ブース横に非常食説明のポスターを貼る → お祭りのハッピを着て販売。お祭りの雰囲気を盛り上げる → 大声で防災会の模擬店であることをアピール → 努力の甲斐あり４００セット完売 → → →↓
⑧ → → → → → → →↓
⑨ → → → → → → →



↓
⑩ → → → → → → →
■活動の評価方法

①数や量の変化による評価

②その他の評価

■備考・その他（活動のコツなど）

①活動のコツなど

②参考資料等

※　活動指導案作成のための準備物　：　①写真（活動の代表的な写真、流れがわかる写真等）、②参加者への配付資料、③実施者向けマニュアル・資料　等写真

用意した４００セット完売、防災会の認知度向上

①自分たちが楽しむ。②無理はしない。③防災を前面に出し過ぎず、身近に感じてもらえる工夫④大人だけでなく、子どもにも関心を持ってもらえる工夫



活動指導案
実践団体名

基礎データ

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

目標・ねらい

防災会スタッフ各係の被災時における行動の確認、てんぷら油温度上昇による引火の確認および各種消火器による消火状況の

確認

活動で上げることが

できる力・能力

各係の防災行動力・各家庭のてんぷら油火災への対応力（消火力）

サザンヒルズ学園前防災会

タイトル 防災訓練（てんぷら油火災消火実験付き）

活動の概要

毎年行っている避難訓練を実施すると同時に、消防署員立ち合いの上で、防災会スタッフがてんぷら油火災を実演。引火する瞬

間を見てもらい、さらに粉末消火器・強化液消火器・エアゾール消火器等で消火を行い、消火器使用の注意点を実験を通して認

知してもらう。

準備するもの

（道具、材料等）

フライパン＋ガスコンロ＋プロパンガス（ボンベ）を２セット、テーブル２台。粉末消火器、強化液消火器、エアゾール消火具、ライ

ター等

所要時間 避難訓練1時間（消防署員による消火器講習を含む）・てんぷら油火災消火実験30分・後片付け30分

対象者（受ける側） マンション居住者

活動・作業形態

全住民対象の避難訓練と、火災発生および消火方法の実演（実験）

①実験機材の設営　②避難訓練　③消火器訓練　④てんぷら油火災消火実験　⑤後片付け

必要なマンパワー（実施者、役割、人数） 避難訓練：防災会スタッフ30数名

てんぷら油火災実験：設営スタッフ6名、実演スタッフ1名、実演アシスタント1名、器具手配3名

必要経費

（所要額、財源）

実験経費：約3.5万円　　消火器具・材料等購入：2万円　　プロパンガス・コンロ：5千円　　保険：1万円

財源：防災費用（管理組合費より）



活動の流れ↓活動の流れ ＜２＞ ＜３＞ ＜４＞ ＜５＞ ＜６＞ ＜７＞
①

防災訓練全体企画 → 開催時期、避難場所を決定 → 避難訓練により多くの住民に参加してもらうためのプログラムを検討 → 避難後に興味をそそる防災イベントを実施することに決定 → マンションでもっとも危惧される火災、てんぷら油火災の消火実験実施を決定 → → →↓
②

避難訓練申込（消防署には避難訓練として申込み） → 消防署を訪問し希望日時を伝える → 協議の上、日時決定 → 消防署に申込書提出 → → → →↓
③

実験に関する情報の収集実験機材の手配 → インターネットでてんぷら油火災実験の情報を集める → 消火器具の検討 → 必要機材、消火器具の購入（テーブルはキャンピングテーブルを代用） → プロパンガス・コンロのレンタル手配 → 訓練前日にプロパンガス・コンロを業者に借りに行く → →↓
④

訓練当日のスケジュール組み立て → 当日の打ち合わせ時間：20分 → 通報訓練：10分 → 避難訓練：20分 → 消火器訓練：10分 → てんぷら油火災消火実験：30分 → 実験の後片付け：30分 →↓

→活動の留意点、資料など＜１＞



⑤

スタッフへの役割認識の徹底と訓練実施の告知 → 避難訓練ワークフロー作成 → 各係の手順書作成 → スタッフ会で手順を説明 → 会合欠席のスタッフには、機会を設けて手順を説明 → 実施日の3週間前にポスターを掲示 → 全戸に訓練内容を伝えるチラシを配布 →↓
⑥

訓練準備と避難訓練実施 → スタッフ有志による実験機材セッティング → 訓練開始30分前にスタッフが集合し、最終確認 → スタッフは家に戻り、自宅待機 → 各棟、非常ベルを15秒ずつ鳴らし、避難訓練開始 → 通報係管理棟から119番通報終了後、避難場所へ移動 → 避難誘導係担当階の廊下で「避難訓練です、ゴミ置き場前に避難してください」と連呼し、避難場所へ → 初期消火係出火場所へかけつけ消火器、消火栓で消火活動（模擬）、その後避難場所へ移動↓
⑦ 避難者確認 → 事前にレスキュー名簿記載者の部屋番号を記入したチェックシートを作成 → 各棟班長が避難訓練参加者の部屋番号確認。 → チェックシートに記入し、人数を確認。 → レスキュー名簿記載者の参加をチェックシートで確認 → 体調の観察 → →↓
⑧

防災講話と消火器訓練 → 消防署員による防火に関する講話 → 消防署員の指導で水消火器を使った消火訓練 → → → → →↓
⑨

てんぷら油火災消火実験 → 消火器訓練の間に、消火器2セットともフライパンにサラダ油を入れ、過熱。 → 1セットはライターで油煙に火をつけ、てんぷら油火災を人為的に再現。それをエアゾール消火具で消火。 → 同じセットで、再着火し、強化液消火器で消火。噴射の勢いの強さでフライパンが動くことを確認。 → その頃、もう一つのセットでは、自然発火。それを粉末消火器で消火。粉煙の量の多さを確認。 → 実験結果を解説。 → →



↓
⑩

実験の後片付けプロパンガスの返却 → てんぷら油をポリ袋に入れた新聞紙にしみこませてゴミとして処理。 → 器具やテーブルを丹念に拭き、粉末などを取り除く。 → 実験会場の粉末等を水で洗い流す。（当マンションの場合コンクリートなので水を使用） → 器具等を片付ける。 → プロパンガスとコンロを業者に返却に行く。 → 粉末消火器、強化液消火器の消火剤の充填を業者に依頼。 →
の評価方法

①数や量の変化による評価

②その他の評価

（活動のコツなど）

①活動のコツなど

②参考資料等

※　活動指導案作成のための準備物　：　①写真（活動の代表的な写真、流れがわかる写真等）、②参加者への配付資料、③実施者向けマニュアル・資料　等①防災訓練告知ポスターおよびチラシ　②防災訓練ワークフロー

訓練参加者の増加

①危険回避のための、インターネット等による、てんぷら油火災（消火実験）に関する詳細な情報の収集②火災の実演は危険性を伴うので、危険因子を洗い出し、緻密に計画し、実行する時も無茶はしないように心掛ける③注意点として、強化液消火器は液に臭いがわるため、テーブルの素材は液が浸透しないものがよい



活動指導案
実践団体名

■基礎データ

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

目標・ねらい 直下型地震に対する防災力の形成、自助・共助の意識形成

活動で上げることが

できる力・能力

地震発生時の初期対応力

サザンヒルズ学園前防災会

タイトル 地震災害シナリオの作成

活動の概要

震度6の地震が起こった場合、当マンションがどうなるのか、インフラはどうなるのか等を検証し、時系列に状況と対策を列記した

「地震災害シナリオ」を作成。講習会を開催して住民に説明し、全戸に配布

準備するもの

（道具、材料等）

配布用地震災害シナリオ（A3）1枚

所要時間 防災講習会のみ2時間

対象者（受ける側） マンション居住者

活動・作業形態

地震災害シナリオ作成は、パソコンソフト（イラストレーターを使用）で作成しながら、市の防災課員等と内容を検討

防災講習会は、2部構成。防災課員の防災講話と、防災会会長によるシナリオ解説

必要なマンパワー（実施者、役割、人数） 当マンションの場合、作成は1名が担当

防災講習会は、会場設営・片付け4名、受付3名

必要経費

（所要額、財源）

特になし



■活動の流れ↓活動の流れ ＜２＞ ＜３＞ ＜４＞ ＜５＞ ＜６＞ ＜７＞
①

防災シナリオに関する情報収集 → 防災シナリオがどのようなものなのかを把握するために、インターネット等で情報収集 → 図書館等で、地域の防災に関する資料を閲覧 → シナリオに盛り込むべき内容を検討 → 行政が毎年更新している地域防災計画を精査し、関係事項を調べて、地域の防災体制を把握 → → →↓
② 行政への相談 → 市の防災課に地震防災シナリオを作成することを伝え、協力を要請 → 盛り込むべき内容に関して、防災課から情報収集 → 時間経過とともに変化する状況に関する情報収集 → 防災シナリオのアウトラインを描く → → →↓
③

インフラ・設備に関する情報収集 → 電気、ガス、上水道・下水道担当部署・企業に、大規模地震発生時の、近隣状況、対応策等を取材 → マンション管理サービス会社・エレベータ管理会社に、大規模地震発生時の、設備の状況、対応策を取材 → → → → →↓
④

記載内容を詰めシナリオ完成 → 大きく「自治体・ライフライン」「個人・マンション」に分けて、状況と対応策を時系列でまとめ、素案作成 → コンピュータでシナリオ作成 → 防災課で素案をチェックしてもらい、その内容を反映 → 再度、インフラ企業に電話を入れ、シナリオ記載内容をチェック。必要な場合は修正する → スタッフ会でシナリオを解説。質疑応答により、伝わりにくい点等を洗い出す → 最終推敲をほどこし、シナリオ完成 →↓

→活動の留意点、資料など＜１＞



⑤

防災講習会でシナリオ解説 → 市の防災課員を招き、防災講習会を開催 → 課員による、市の地震対策等の説明 → 出席者全員にシナリオを配布し、内容を解説 → 参加賞として、市からいただいた乾パンを参加者には配給 → → →↓
⑥

マンション全戸にシナリオを配布 → 防災講習会欠席世帯宛てに、乾パン引換券の付いたチラシと地震災害シナリオ配布の告知ポスターを掲示 → 防災講習会欠席世帯宛てに、乾パン引換券の付いたチラシと地震災害シナリオを配布 → 引換券を管理室にもっていき、乾パンと交換してもらう。 → 乾パンを取りに来ない世帯に、乾パンを配布 → → →↓
⑦

対地震防災体制の検討 → シナリオを基に防災体制の弱点を検討 → 当マンションでは、特に地震時のエレベータの安全性に問題があることが明確になった → エレベータ閉じ込めからの救出方法を検討し、エレベータ救助講習会へと展開 → → → →↓
⑧ → → → → → → →↓
⑨ → → → → → → →



↓
⑩ → → → → → → →
■活動の評価方法

①数や量の変化による評価

②その他の評価

■備考・その他（活動のコツなど）

①活動のコツなど

②参考資料等

※　活動指導案作成のための準備物　：　①写真（活動の代表的な写真、流れがわかる写真等）、②参加者への配付資料、③実施者向けマニュアル・資料　等①サザンヒルズ学園前・地震災害シナリオ　　②シナリオ解説　　③防災講習会告知ポスター・チラシ

講習会への参加者数

①熱意と、根気と、想像力。②パソコン活用力（できればエクセルではなくレイアウトの自由度が高いイラストレーターを使った方がよい）


